














追加接種のタイミング 12月 1月 2月 3月 4月

対象者
(万人)

医療従事者 487 89 ー ー ー

高齢者 307 343 2,241 348 36

一般 82 162 36 1,514 1,479

職域 ー ー ー 754 186

累計 876 1,470 3,746 6,361 8,063

4月4日の週までに自治体へ累計約8,500万回分を配送
※「医療従事者等」は、令和３年７月30日までのワクチン接種円滑化システム（V-SYS）への報告から集計し、「職域」を除くその他の区分については、令和４年１月10日までのワクチン接種
記録システム（VRS）への報告から集計している。「職域」については、都道府県単位で令和４年１月４日までのV-SYSへの報告数と上記のVRSの報告数を比較し大きい方を集計している。



出典：https://www.cdc.gov/vaccines/acip/meetings/slides-2021-11-19.html
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出典：第29回厚生科学予防接種・ワクチン分科会資料 P.15
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ワクチン接種後の経過

ファイザー２回接種後
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ファイザー
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追加接種後
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ファイザー社ワクチン
（全量）
（n=96）

モデルナ社ワクチン
（100 µg）
（n=92）

抗スパイク
IgG抗体

8.11
(6.59-9.99)

11.49
(9.36-14.12)

中和抗体
（デルタ株）

6.60
（5.10-8.53）

12.58
（10.03-15.77）

【初回シリーズにファイザー社ワクチン接種した者に対して、ファイザー社ワクチン、
モデルナ社ワクチン（100μg）を接種した後の追加接種28日後の抗体】

出典 Munro APS, Janani L, Cornelius V, et al. Safety and immunogenicity of seven COVID-19 vaccines as a third dose (booster) following two doses of ChAdOx1 nCov-19 or 
BNT162b2 in the UK (COV-BOOST): a blinded, multicentre, randomised, controlled, phase 2 trial. The Lancet. Published online December 2021


